
考察：「学校の支援体制」の項目では、保護者の「そう思う」の回答状況から、さらなる保護者連携のあり方が課

題であると思われる。「共生社会を担う人材の育成」の項目では、児童の交流活動の様子を授業参観や地域との交

流会の取組を啓発していくことが必要であると思われる。

考察：「授業力向上」の項目では、教職員・児童の回答は概ね「どちらかといえば、そう思う」以上の割合が高い。

「タブレット端末活用」の項目では、三者の回答は概ね「そう思う」以上の割合が高い。今年度は授業参観も実施をしたこと

により、保護者の方に可視化できたり、課題等の活用をしてきたりしたことが要因であると思われる。

③教員が子どもと向き合うための体制の整備

５　学校の支援体制 ６　共生社会を担う人材の育成

学校は、支援を必要とする子どもの教育について、共

通理解を図りながら取り組んでいると思いますか。

学校が行っている「交流及び共同学習」等は、相互理解に

つながっていると思いますか。

３　授業力向上 ４　タブレット端末活用

先生方は、わかる授業、楽しい授業づくりに努めてい

ると思いますか。

子どもは、タブレット端末を活用して学習していると思い

ますか。

②確かな学力の向上と社会の変化に対応した教育の推進
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　そう思う　　　どちらかといえば、そう思う　　　どちらかといえば、そう思わない　　そう思わない　　わからない

①いのちを大切にする心の教育の充実といじめや不登校への細やかな対応

１　一人一人の児童生徒の尊重 ２　道徳・心の教育の充実

学校は、一人一人の子どもを大切にした指導や対応が

できていると思いますか。

学校は、豊かな人間性を育む心の充実に努めていると思い

ますか。（礼儀、生命尊重、思いやりなど）

グラフ

考察：「一人一人の児童生徒の尊重」の項目については、教職員・児童の回答は概ね「そう思う」の割合が高い。「道徳・

心の教育の充実」の項目については、保護者の回答が概ね「そう思う」の割合が約8割である。学校の取組のさらなる啓発を

推進したい。
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子どもたちは、相手の気持ちによりそい、「やさし

く」接することができていると思いますか。

子どもたちは、心と体を「つよく」するために、健康で安

全な生活ができていますか。

考察：「学校や地域に誇りをもつ」項目については、児童の「そう思う」以上の回答が約９割以上あり、今年度の

地域交流による活動が生活科や総合的な学習の時間に再開することができ、実施に活動した児童にとっては充実し

た取組ができたことが要因であると思われる。

11　本校の教育

子どもたちは、学校や地域に誇りをもち、周囲の人々

に感謝していると思いますか。

学校は、子どもの事故防止などの安全教育に取り組ん

でいると思いますか。

学校は、家庭や地域と連携・協力しながら教育活動を進め

ていると思いますか。

考察：「安全と事故防止」の項目では、三者とも概ね「そう思う」以上の回答があり、今年度実施した自転車教室

などの取組が啓発につながったと思われる。また、「家庭や地域との連携」の「そう思う」以上の保護者回答が約

7割だったのは、コロナ禍のため地域と保護者が集う場がほとんどなかったことが要因と思われる。

考察：「やさしく」接する項目については、三者とも概ね「そう思う」以上が約9割と高い回答であった。「つよ

く」する項目については、コロナ禍での行動制限により、体力づくりの強化につながる取組ができなかったことが

要因であると思われる。

⑤本校の教育

⑤学校独自項目

9　本校の教育 10　本校の教育

④　学習に集中できる教育環境づくりと安全対策の推進

７　安全と事故防止 ８　家庭や地域との連携協力
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　今年度は昨年度よりも授業参観や学習活動における地域交流など実施できることが増えた。しかし、保護者の

方々には、子どもたちの学習活動の様子や地域連携の取組を公開できる機会が少なく、具体的な子どもたちの様子

が見えにくいところもあったと思われる。そこで、来年度は本校の学校目標でもある「地域と共に未来を拓く創造

性豊かな春日の子どもの育成」に向けた取組のさらなる具現化と地域や保護者の方々が集える場の設定など年間を

通して計画を立て、学校全体で取り組める体制づくりを図り、具体的取組を実践したい。

学　校　関　係　者　評　価

・すべての項目（学校独自の３項目含）において「３」以上の評価であった。とくに、子ども一人一人を大切にし

た指導や対応、タブレット端末を活用した学習、健康で安全な生活ができている項目については高い評価であっ

た。以下は、いただいたご意見や今後の検討事項について

・児童との交流活動が再開され、児童から元気もらった。

・来年度の行事に向けて協議を進め、方向性を共有していきたい。特に来年度は創立１５０周年であるため、

学校と地域、PTAが一体となって準備を進めていきたい。

・校内の環境面（廊下通路等）において、掃除が行き届いていてきれいであった。通路も物が少なく整理されてい

る。

来　年　度　の　具　体　的　な　取　組　に　つ　い　て


